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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 15日 (2006.12.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 40容 量 % の フ ェ ラ イ ト の 第 一 相 、 50容 量 %～ 90容 量 %の 、 支 配 的 に
細 粒 ラ ス マ ル テ ン サ イ ト 、 細 粒 低 ベ イ ナ イ ト 、 微 粒 状 ベ イ ナ イ ト (FGB)、 ま た は そ の 混 合
物 を 含 む 第 二 相 、 お よ び 10容 量 % の 残 留 オ ー ス テ ナ イ ト を 含 む 第 三 相 を 含 む ミ ク ロ 組
織 を 有 す る 鋼 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

該 方 法 が 以 下 の 諸 工 程 ：
(a)　  (i) 鋼 ス ラ ブ を 均 質 化 し 、 (ii) 該 鋼 ス ラ ブ 中 の 全 て の 、 ニ オ ブ お よ び バ ナ ジ ウ ム
の 炭 化 物 お よ び 炭 窒 化 物 を 溶 解 し 、 お よ び (iii) 該 鋼 ス ラ ブ 内 に 、 微 細 な 初 期 オ ー ス テ ナ
イ ト 粒 子 を 生 成 さ せ る の に 十 分 に 高 い 、 再 加 熱 温 度 ま で 該 鋼 ス ラ ブ を 加 熱 す る 工 程 と 、
　 (b)　 オ ー ス テ ナ イ ト を 再 結 晶 化 す る 第 一 の 温 度 範 囲 で の 、 1ま た は そ れ 以 上 の 熱 間 圧 延
パ ス に お い て 鋼 板 を 形 成 す る た め に 、 該 鋼 ス ラ ブ を 圧 下 す る 工 程 と 、
　 (c)　 ほ ぼ T n r 温 度 以 下 で あ り 、 か つ ほ ぼ Ar 3 変 態 点 以 上 の 、 第 二 の 温 度 範 囲 で の 、 1ま た
は そ れ 以 上 の 熱 間 圧 延 パ ス に お い て 、 該 鋼 板 を 更 に 圧 下 す る 工 程 と 、
　 (d)　 更 に 、 Ar 3 変 態 点 ～ Ar 1 変 態 点 な る 範 囲 の 、 第 三 の 温 度 範 囲 で の 、 1ま た は そ れ 以 上
の 熱 間 圧 延 パ ス に お い て 、 該 鋼 板 を 圧 下 す る 工 程 と 、
　 (e)　 少 な く と も 10℃ /秒 (18° F)な る 冷 却 速 度 に て 、 600℃ (1110° F)以 下 の 急 冷 停 止 温
度 ま で 、 該 鋼 板 を 急 冷 す る 工 程 と 、
　 (f)　 該 急 冷 工 程 を 停 止 す る 工 程 と を 含 み 、 こ れ ら 工 程 を 、 該 鋼 板 の 該 ミ ク ロ 組 織 の 、 4
0容 量 % の フ ェ ラ イ ト の 第 一 相 、 50容 量 %～ 90容 量 %の 、 支 配 的 に 細 粒 ラ ス マ ル テ ン サ イ
ト 、 細 粒 低 ベ イ ナ イ ト 、 微 粒 状 ベ イ ナ イ ト (FGB)、 ま た は そ の 混 合 物 を 含 む 第 二 相 、 お よ
び 10容 量 % の 残 留 オ ー ス テ ナ イ ト を 含 む 第 三 相 へ の 変 態 を 容 易 に す る よ う に 実 施 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

。

未 満

未 満
三 重 相 こ こ で 、 ラ ス マ ル テ ン サ イ ト と 低 ベ イ ナ イ ト

が 、 細 粒 化 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ が １ ０ μ 未 満 の 有 効 粒 径 を 有 す る オ ー ス テ ナ イ ト か ら 形
成 さ れ て お り 、

未 満

未 満

鋼 板 の ミ ク ロ 組 織 の 変 態 が 起 こ る フ ェ ラ イ ト の 第 １ 相 が 、 変 形 フ ェ ラ
イ ト の 第 １ 相 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法



　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 該 工 程 (a)の 再 加 熱 温 度 が 、 955℃ ～ 1100℃ (1750° F～ 2012° F)な る 範
囲 内 に あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 該 工 程 (a)の 微 細 初 期 オ ー ス テ ナ イ ト 粒 子 が 、 120μ 未 満 の 粒 径 を も つ
、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 30%～ 70%の 、 該 鋼 ス ラ ブ の 厚 み に お け る 低 下 が 、 該 工 程 (b)で 起 こ る
、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 40%～ 80%の 、 該 鋼 板 の 厚 み に お け る 低 下 が 、 該 工 程 (c)で 起 こ る 、 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 15%～ 50%の 、 該 鋼 板 の 厚 み に お け る 低 下 が 、 該 工 程 (d)で 起 こ る 、 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 更 に 、 該 工 程 (f)に お い て 、 該 急 冷 を 停 止 し た 後 、 該 鋼 板 を 周 囲 温 度
ま で 空 冷 す る 工 程 を も 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 該 工 程 (a)の 該 鋼 ス ラ ブ が 、 鉄 お よ び 以 下 の 合 金 元 素 を 、 指 示 し た 質
量 %に て 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 ：
　 　 0.03%～ 0.12%の C、
　 　 少 な く と も 1% の Ni、
　 　 0.02%～ 0.1%の Nb、
　 　 0.008%～ 0.03%の Ti、
　 　 0.001%～ 0.05%の Al、 お よ び
0.002%～ 0.005%の N。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 該 鋼 ス ラ ブ が 、 6質 量 %未 満 の Niを 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 該 鋼 ス ラ ブ が 、 3質 量 %未 満 の Niを 含 み 、 か つ 付 随 的 に 0.5質 量 %～ 2.
5質 量 %の Mnを 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 該 鋼 ス ラ ブ が 、 更 に (i) 1.0質 量 %ま で の Cr、 (ii) 0.8質 量 %ま で の M
o、 (iii) 0.5質 量 %ま で の Si、 (iv) 0.02質 量 %～ 約 0.10質 量 %の V、 (v) 0.1質 量 %～ 1.0質 量
%の Cu、 (vi) 2.5質 量 %ま で の Mnお よ び (vii) 0.0004質 量 %～ 0.0020質 量 %の Bか ら な る 群 か
ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 添 加 物 を も 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 工 程 (f)の 終 了 後 、 該 鋼 板 が 、
そ の 基 板 お よ び そ の HAZ両 者 に お い て 、 -62℃ (-80° F)未 満 の DBTTを 有 し 、 か つ 830MPa(120
ksi)を 越 え る 引 張 り 強 さ を 持 つ 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　
鋼 板 。
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で 9%未 満

鋼 板 の 化 学 的 性 質 及 び 加 工 条 件 が 、

よ う に な っ て い る
亀 裂 経 路 の ね じ れ を 最 大 に す る よ う に 、 該 フ ェ ラ イ ト の 第 一 相 と 、

支 配 的 に 細 粒 ラ ス マ ル テ ン サ イ ト 、 細 粒 低 ベ イ ナ イ ト 微 粒 状 ベ イ ナ イ ト (FGB)、 ま た は そ
の 混 合 物 間 に 、 複 数 の 高 角 度 界 面 を 与 え る よ う に 、 １ 以 上 の 圧 延 加 工 が 、 三 重 相 鋼 板 の 亀
裂 伝 播 抵 抗 を 高 め る た め に 行 な わ れ る 請 求 項 １ 、 ３ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。

請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 三 重 相
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